HITACHI 

Inspire the Next 


日立クッキングヒーター 

設置工事説明書 

HTW "4 SF (ブラックタイプ） 
HTW -4 SFS (シルバ-タイプ） 


(システムキッチン用ビルトインタイプ） 


工事される方へのお願い 

♦この設百エ巧説明»は天ぷら«、巧扱説明嘉、保班■と 
ともに必ずおさなにお巧しください。 

♦本巧設面時に、トジブプレートや巧作部ユニットを分巧 
しないでください。 

♦泣:巧巧を必ず巧い、お客樣へ正しい使い方をごお明くだ 
さい。 


安全のため必ずお守り <ださい 


設苗をする前に、この設歷エ巧説明»をよくおおみにな0、正しくエまをしてください。 

ここに示したを意ま巧は、お使いになる人や他の人々への危害やおをへの損客を未がに防止するために里要な内容ですの 
で、 必ずお守りください。表示と意巧は次のよ5になつています。 _ 


A 客告 

この表示を無視して誤った取り扱いをする 
と、人び死亡または重なを負う可能性び巧 
定される内容を示しています。 

A ま意 

このを示を無視して誤った取り扱いをする 
と.人び損まを負う可能性び巧定される巧 
容および物的損害のみの発生び想定される 
内容を示しています。 


絵表示の例 


A 


この記号はま意(ちお • * 告を含む）を 
巧す內容びあることを告げるをのでず。 
図の中や近傍に具体のなを«内容び巧 
か： n ています。 


0 

この記号は禁止の行為であることを告 
げるをのです。図の中や近傍に具体的 
な禁止内容び巧かれています。 


〇 

この記号は行為を強制した0指示ずる 
内容を告げるをのです。図の中やおち 
に具体のなお示巧容び描かれています。 


, A 警告 

設且工事は、この r 設且エま説明皇」に従って 、 A 
巧実に行う【ブレ-力-は側にしてわてください） 

設百に不儀びあると、漏空-乂がの原因 

巧巧配巧工事は、里巧設«1技術碁を等関連 A 
ずる法令*規則等に従って必ず r 法的有資 W 
巧者」び行う 

接続-固定び不完全な場合は、漏ち-火災の原因 

200 V -30 ALU 上の専用回巧と漏巧しゃ斯 
器をお■する W 

この工事をしないと、おお部び異常発なする巧れ 
びあ0、感電-火がの原因となりまず。 

アースエ事は、 g 巧な■す A 

る法を • 規則等に従って必ず r 法的ち資格9 
割による D 種接地工事を行う ァ-ス《 

アース線はガス管、水道管.度留か、宙話のアース 
おに接続しないこと 
漏巧時に巧®の恐れ 

巧巧に巧巧•修理-巧をは行わない 
発义-異常動作してけびをする巧れ v . j!J 

、 分解《止 


A ま意 

トッププレートに街 g を加えない iCN 

万一ひびび入った0割れると、週な-異常動作- Vsjy 
巧 S の原因 

カウンタートップの巧!科は、面み巧料のもの 
を巧ぅ 

巧巧化樹脂化お板 (JISK 690 3) またはこれと 
同等 LU 上のちの 

耐巧性のほいが料を使用ずると、巧お-火災の原 
因にな0ます。 

※ニス弓1さのちのは変色するため、巧わないで<ださい。 

試巧ち中は、トッププレートや □- スター 
ドアなどの苗温部におれない V ©/ 

やけどの巧れ 接がむ t 
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電気工事 


がず巧巧工事±のを許をお持ちの方び行ってください。 


〈き用回路の設置（単相200 V ) > 



♦クッキングヒーター用のコンセントは規格で;欠のようなものび巧華品となつていますので、ま前にご確露の上、設墜してください。 


器貝の容量 

巧巧の太さ 1 コンセントのおげ 

30A 

02.6mm |v) 単相20 OV 用（接地巧巧） 250V-30A 


設置場所の確認 


•义《予防ま例、巧気設備技術 S ホち已9まに巧って設置して<ださい。 

♦カウンタートッフはみ硬化が脂化な巧 (J 旧 K 690 3) と同等な上の面巧なびあるをのを巧用してください。 

ニス弓Iをのちのはを径しますので使むないでください。 

•製品の金属巧びシステムキッチンの金) S 部と接曲ずる巧合.建造巧の壁中のを属（メタルラスなど）とシステムキッチン 
の金 R がを巧曲しないよラにする占、、または巧品の金属部びシステムキッチンの金属巧にち曲しないよラに取口付けて 
<ださい。 

•巧品は水平に設 g して < ださい。 

•巧品は义が予防上.可燃物との巧を回のよ5に離して巧0付けてください。 


■このクッキングヒーターは r お巧ま段！ ill 幸 J に S づく试な空準に適合 ■左I日すまびとれない場さには、不がなに 

しております。宙窠18の巧ななか弓図のように霞して段■してくださし、。 よる脚供巧を取り付けてくださし、。 
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巧) Rg はこれをけたと巧. ft % 周巧の末が 
ち *35 な DW 10的巧巧えない»船を巧すも:と • 

















































































システムキッチンの加工寸法 傅位： mm ) 



参※]、&2の寸法はお品寸法ですので、この部分への突起物びないよラにしてください。 

参※1は巧を仕様でキヤビネツト前面の拥□寸法は 225mm 巧あとなってお D ますので、開□寸法び 24C)mmiy 上で隙間 
び生じた場合は、別売の下ルー■/(一をご使用ください。 

•《3の寸法はカウンタートツフの巧位置の基宰を示し.この範囲であれば設置でをます。 

参※4のカウンタートツフの苗みは、 40mm を基準としてしほすので、居さび 30mm の巧合には、別売の上ルーバーをご 
使用くださレ。 

参※4び 40mmW 上の樹ま、上/レーバーび接曲!ずるので設苗できません。 
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製品寸法図^をに mm ) 



設置前の準備 


※を属端面びをいため、けびをしなし、ようにま意してください。 

1 r 設田工事をされる方へのお願い （2 ページ） J を 
を照し、付属品の巧魔をずる 

ノ □-スタードア、受皿、焼巧を取りがず 

•とってを持って引を出し、そのまま第(め上に引を上げる。 


の•が巧カバー 


3 


吸•排気カバーを取りかず 



測 


已 







































































設置方法 


必ずプレーカーをしや巧して工事を行ってください。 



〇カウンタートツフに本体の前面を巧入してか6 
乙 全なをはめ込む 

•はめ込み時は、前面のバネル操作部をカウンタートツプに I 曲,-一 :; I 
当てないよラにを意して<だごい。（なびつ<原因） I 即晒 I 

参 空お コー ドを本巧底面とキャビネツトの茵に巧ま 
ないよラごまな < ださし、 

•カウンタートツプと本がのトツフフレートのすさ間 
び全周にないことを確認してくだごい。 

♦トップフレートはがさないでください。 


カウンタートップび反っているなどですさ間びある場 
合は別売のボウスイテーフ ( HTC -4 CB 031:メー 
力ーホ望ル売価巧己25円（税巧己00円、2004年 
9月現を））を用いすを間をまいで < ださい。 

(水沒入防止のため） 



※膨らみに乗0上げないよう、 

フラツト部にセツトしてください。 


3 


上ルーバーを取り付け、本体の位! S を調整ずる 

•をち側面の差し込み□に、 ± J レーバーの突起部を是し込んで<ださい。 

トワクとカウンタートップの取付巧のをおび図 A のゴ法となるよラ本体の位■を調節してください。 

ソて一とキャビネットの左ち側面とのすさ間び巧一になるよラに本巧位置を調節してください。 

•キャビネットの扉面と本巧の前面び合5よラに，本体の位 B を調節してください。 

参本体の位苗を調節ずる場合は、本体を持ち上げて围節して<ださい。本体を持ち上げないで位置を調節すると、 
フレートワクの再測のパッキンがはみ出る場合があります。 


参プレート 
•山 レー バ 
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□ースタードアのテーフ止めをかしたか確認してください。 


口ースター库巧、トッププレート上に巧包材がないか®認してください。 


アースエ ま （□種接地工事）をしましたか。 


漏里ブレーカーのお坦をしましたか。 


フラグを接続しましたか。 


①クッキングヒーター用の 巧 源 巧 圧が「単相200 VJ であることを必ず確認してください。 
(巧 圧異常の巧合は C 6 !または C ら をおおします） 


②里源スイツチをブザーが鳴るまで巧してくださし、。 


♦逗源ランフが点なします。 


③さヒーターまたは□-スターを「入 J にして、動作を確認してください。 

(1) 左•ちヒーター（圆ヒーター） •前面表示部のだ • ちヒーターの通巧ラ 

おにコツフ1杯垣度 （180 mL ) の水を入れ 、 k ンフび点な、トツフプレートの液晶表 

ヒーターの中巧に星を、切/入キーを巧した i 示に义力[7」とをおします。 

を、中义キーを巧してください。 f しばらくすると、お湯び巧とうします。 

※組を置かないと通更しません。 


(2) 中央 ヒーター (クイックラジェント ヒータ ー） 

) (ネル操作部の中巧ヒーターの切/入キーを 
巧したを D キーを巧してください。 

※□ー スターとの同時使用は出来ません。 


•前面表示部の中巧ヒーター通里ランフ 
とトツフフレートの劾表示ランフび点 
口し、約4被後にヒーターびホ熟します。 


(3) □ —スター 

ノてネル巧作部の魚巧さキーを4回巧し手動を 
選び、□-スタースタート/切キーを巧して 
ください。 

※中巧ヒーターとの同時使用は出巧ません。 


參前面表示部の□-スタ ー a 里ランフと 
ノてネル操作部の焼さかげんランフ「お」 
び点なし、しばらくすると唐巧び熟く 
なりまず。 


(4) ずべての ヒーターと□—スターをち 止して< ださい。 
ち•ちヒータ ー 、中央ヒーターの切/入 キー 
を巧します。また□-スターのスタート/切 
キーを巧して巧止して < ださい。 


♦义力表示-通 巧 ランフび消なします。 
(通逗時間によつては奋温ミちち表示を 
しまず。） 


※各ヒーターを停止を、巧45分経過すると待機時消査窜カオフ機能び働き、き動的に査源ランプびミ肖なし、 巧 源が切れます。 

♦確認終了後は必ず蛮源スイッチを巧して電源を切ってください。 

♦試運転で付属の天ぷら銷を使用ずる場合は、スポンジ等で水ないしてから使用してください。 
参試運拓で付属の天ぷ5錫を使用した場合は、水気を十分に切り、内側に軽く食用油をめって 
ください。 （サビ防止のため） 


轉日立アプライアンス株式会社 

干105—8410巧 京 お港区西綱 a 2— け一12 JtlS (03)3502-2111 


工事完了後の確認 


参巧巧をする前に□ースター産內、トッププレートの上にお包材びないことを必ず確認してくだごい。 

参設置工事終了を、巧の手順で確認して<ださい。 

■細!.:1 


沿巧巧の 

取り外し 
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